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飯山市教育大綱では「学力向上」を一番に掲げ、その取組として『家庭学習の

習慣化』を掲げています。 

また、家庭教育の充実も目標としています。 

今回、配布した資料は取組の第一歩です。家庭・学校での取組をよろしくお願い

します。 

飯山市教育委員会 
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け子ども達 

      力蓄えたくましく、ブナの大木のように 


